
資
料
紹
介

南
里
有
隣
の
家
系
図

三
ツ
松

誠

は
じ
め
に

南
里
有
隣
︵
一
八
一
二
～
一
八
六
四
︶
は
佐
賀
藩
に
仕
え
た
国
学
者
で
あ
る
︒
江
戸

で
は
塙
塾
︵
和
学
講
談
所
︶
に
︑
ま
た
京
都
で
は
向
日
神
社
の
六
人
部
是
香
に
学
び
︑

佐
賀
の
和
歌
結
社
小
車
社
の
中
心
的
人
物
で
も
あ
っ
た
︒
什
物
方
に
勤
め
︑
父
︑
十
蔵

元
籌
と
も
ど
も
藩
校
弘
道
館
で
和
学
の
師
を
務
め
︑
歌
集
・
文
集
や
地
域
史
に
関
す
る

記
録
を
編
纂
し
た
﹁
肥
前
旧
事
﹂
な
ど
︑
数
々
の
著
作
を
残
し
て
い
る
︒

有
隣
は
ま
た
︑
日
本
思
想
史
業
界
で
名
前
の
知
ら
れ
た
人
物
で
も
あ
る
︒
と
い
う
の

も
有
隣
は
︑
か
の
平
田
篤
胤
と
同
様
に
︑
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
換
骨
奪
胎
し
て
救
済
論

的
な
独
自
の
復
古
神
道
神
学
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
︑
日
本
思
想
史
学
の
祖
と
目
さ
れ

る
村
岡
典
嗣
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒

と
は
い
え
村
岡
は
︑
有
隣
独
自
の
神
学
思
想
に
関
わ
る
史
料
に
は
注
目
し
た
も
の

の
︑
和
歌
や
地
域
史
と
い
っ
た
分
野
で
佐
賀
藩
に
奉
仕
し
た
彼
の
姿
に
つ
い
て
は
︑
重

要
性
を
認
め
て
お
ら
ず
︑
長
ら
く
そ
の
点
を
深
め
た
研
究
に
乏
し
い
状
況
だ
っ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
有
隣
の
社
会
的
実
態
︑
彼
が
藩
内
で
ど
ん
な
活
動
を
行
い
ど
ん
な

交
友
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
の
か
︑
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
し

て
︑
有
隣
研
究
を
先
に
進
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
︵
実
際
︑
史
料
的
限
界
も

あ
っ
て
か
有
隣
研
究
は
戦
後
あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
︶︒
筆
者
は
こ
う
考
え
︑
少
し
づ

つ
で
は
あ
る
が
︑
有
隣
に
関
わ
る
地
域
史
料
の
探
索
に
努
め
て
き

(１
)

た
︒

そ
の
結
果
︑
幕
末
の
佐
賀
藩
で
は
学
問
を
重
ん
じ
た
藩
主
鍋
島
直
正
の
下
で
︑
藩
校

弘
道
館
へ
の
藩
士
皆
の
就
学
を
義
務
化
す
る
と
と
も
に
︑
南
里
有
隣
が
関
わ
っ
た
神
職

向
け
の
学
校
﹁
本
教
学
の
館
﹂
あ
る
い
は
﹁
神
学
寮
﹂
を
創
設
し
︑
神
職
た
ち
に
つ
い

て
も
学
力
を
試
験
す
る
状
況
に
至
っ
て
い
た
こ
と
︑
そ
の
結
果
と
し
て
平
田
篤
胤
︱
六

人
部
是
香
系
の
復
古
神
道
を
学
ん
だ
佐
賀
の
国
学
者
た
ち
が
︑
明
治
新
政
府
の
宗
教
行

政
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
た
こ
と
︑
を
明
ら
か
に
し

(２
)

た
︒
ま
た
︑
編
集
し
た
史
料
集
に
︑

有
隣
の
藩
内
に
お
け
る
活
動
実
態
を
示
す
和
歌
史
料
の
翻
刻
の
寄
稿
を
得
ら
れ

(３
)

た
︒

佐
賀
に
残
さ
れ
た
地
域
史
料
に
即
し
て
有
隣
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
こ
う
し
た
試

み
を
少
し
づ
つ
進
め
て
い
た
あ
る
日
︑
有
隣
の
ご
子
孫
に
あ
た
る
方
の
お
一
人
か
ら
ご

連
絡
が
あ
り
︑
家
系
図
の
写
真
を
供
与
し
て
い
た
だ
く
幸
運
に
恵
ま
れ

(４
)

た
︒
本
稿
は
︑

有
隣
研
究
を
進
展
さ
せ
る
た
め
︑
そ
の
内
容
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
に
な
る
︒
南
里
家

の
経
歴
や
藩
内
の
他
家
と
の
縁
戚
関
係
︑
あ
る
い
は
没
後
の
有
隣
が
﹁
北
岸
霊
神
﹂
な

る
霊
神
号
で
呼
ば
れ
て
い
た
事

(５
)

実
な
ど
︑
彼
の
活
動
の
諸
側
面
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
情
報
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

南里有隣の家系図
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凡
例

一
︑
底
本
は
共
紙
表
紙
の
写
本
一
冊
︒
途
中
で
手
が
変
わ
っ
て
い
る
様
子
も
見
て
取

れ
︑
本
稿
で
は
︑
有
隣
の
次
の
有
行
の
代
で
翻
刻
を
と
ど
め
た
︒

一
︑
歴
史
的
史
料
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
︑
翻
刻
範
囲
に
つ
い
て
内
容
の
改
変
は
加
え
て

い
な
い
も
の
の
︑
原
本
の
字
形
を
完
全
に
再
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
︒
固
有
名
詞
は

別
に
し
て
︑
基
本
的
に
通
行
の
字
体
で
表
記
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
系
図
冒
頭
に
朱
印

が
二
つ
︵﹁
南
里
家
印
﹂
と
︑
六
角
内
三
日
足
の
家
紋
︶
あ
り
︑
一
丁
目
表
に
も
朱
の

家
紋
が
載
る
が
︑
こ
れ
は
翻
字
に
は
反
映
さ
せ
て
い
な
い
︒

一
︑
墨
書
は
明
朝
体
で
︑
朱
筆
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
表
記
し
た
︒

其
ノ
寺
ノ
預
リ
証
書
ヲ
要
ス

南
里
家
系
図

古
弐
冊
ノ
内
壱

壱
ハ
寺
ニ
預
ケ
置
ク
事

弐
ハ
自
宅
ニ
置
ク
事

水
江
臣
記
南
里
三
郎
左
衛
門
家
伝
云

南
里
先
祖
上
代
渡
辺
左
衛
門
尉
翔

初
而
肥
前
罷
下
り
南
里
村
居
住

土
御
門
院
御
代
安
堵
之
勅
状
を
戴

川
副
庄
を
領
仕
候
其
子
源
兵
衛
尉
有
宗
代
平
泰
時
時
頼
ゟ
肥
前
国

川
副
庄
任
先
例
可
所
領
旨
安
堵
之
御
教
書

後
深
草
院
ゟ
川
副

庄
地
頭
職
之
御
下
文
ア
リ
其
後
源
内
次
郎
有
遠
代
よ
り
川
副
庄
三
分

一
方
ト
印
シ
北
条
時
宗
時
定
御
教
書
有
之
也
其
已
後
子
孫
代
々
北
条
家

之
手
次
九
州
探
題
少
弐
経
資
之
手
次

後
醍
醐
天
皇
宣
旨
之
倫
旨

有
之
内
四
至
之
境
書
東
者
松
麿
之
新
田
土
は
ら
へ
同
米
納
津
限
り
南
者
鰡

江
荒
野
良
限
西
者
与
賀
境
佐
嘉
之
穴
之
江
北
者
下
武
藤
同
深
江
限
り
と

譲
状
之
内
ニ
有
之
也
南
里
治
部
太
夫
胤
有
代
迄
ハ
雖
伝
来
候
胤
有
兄
弟

父
子
討
死
後
隆
信
様
被
召
預
候
事

前
代
之
義
古
書
物
等
も
有
之
候
得
共
右
之
外
略
之

南
里
家
系
図

源
姓

家
紋
千
本
杉
今
用
六
角
内
三
日
足

帰
依
寺
駄
賃
町
一
向
宗
真
覺
寺

○
融

嵯
峨
天
皇
之
王
子
始
賜
源
姓

従
二
位
左
大
臣

昇

正
三
位
大
納
言
民
部
卿

仕

従
五
位
下
武
蔵
守

有
罪
貶
于
武
州
箕
田

宛

箕
田
源
次

綱

渡
邉
綱
源
次
別
当
内
舎
人

摂
州
之
住
人
左
衛
門
督
渡
邉
固
ニ
養
レ
テ
渡
邉
氏
ヲ
相
続
ス

正
暦
二
年
庚
寅
四
月
肥
前
守
源
頼
光
ニ
従
テ
当
国
松
浦
ニ
下
向

授

奈
古
屋
次
郎

泰

瀧
口
大
夫

久

松
浦
源
大
夫
判
官

久
安
元
年
源
八
郎
為
朝
ニ
従
テ
下
松
浦
ノ
今
福
ニ
下
向
シ
梶
谷
城
ニ

入
リ
御
厨
庄
七
百
五
十
丁
ヲ
領
ス

久
寿
元
年
戊
辰
九
月
十
五
日
卒

傳

源
次
大
夫
瀧
口
総
官
従
五
位
下

摂
州
渡
邉
住

満

瀧
口
武
者
所

省

播
磨
守

治
承
四
年
於
宇
治
戦
死

高

松
浦
太
郎

持

波
多
源
太
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貞

松
浦
次
郎
太
夫
為
惣
領

収

松
浦
源
大
夫

増

石
志
源
三
郎

聞

新
久
田
四
郎

廣

神
田
五
郎

調

佐
志
六
郎

竪

瀧
口
大
夫

翔

松
浦
左
エ
門
尉

字
愛
王
丸

有
宗

南
里
源
右
兵
衛
尉

元
久
二
年
三
月
廿
日
将
軍
家
ノ
御
教
書
ヲ
賜
リ
当
国
川

副
庄
三
分
一
方
南
里
名
ヲ
安
堵
シ
築
館
草
創
多
聞
院

氏
ヲ
南
里
ニ
改
メ
千
本
杉
ヲ
以
家
紋
ト
ス

有
行

源
太
兵
衛

有
國

源
次
郎
大
夫

有
傢

源
内

有
遠

源
内
次
郎

有
家

源
次
郎

後
左
衛
門
尉

兼
有

源
次

有
長

美
作
権
頭

國
秀

左
衛
門
五
郎

後
鹿
江
遠
江
守

鹿
江
遠
江
守
良
秀
養
子

有
弘

美
作
守

後
入
道
幸
僊

有
世

右
京
亮

有
高

右
京
亮

有
如

左
京
介

國
有

左
衛
門
大
夫

天
文
廿
二
年
蓮
池
戦
死

信
有

左
馬
大
夫

同
戦
死

胤
有

治
部
少
輔

兄
ト
同
時
戦
死

信
高

一
朝
軒

胤
義

安
房
守

胤
成

佐
渡
守

蓮
池
戦
死

忠
俊

下
野
守

同
時
戦
死

忠
安

主
税
助

同
時
有
戦
功
元
亀
元
年
七
月
於
浮
盃
津
与
大
友
勢
合
戦
功
ア
リ

某

隼
人

蓮
池
戦
死

貞
元

源
六

南
里
助
左
エ
門
茂
俊
ニ
従
テ
朝
鮮
ニ
在
陣

某

助
次
郎

慶
長
十
九
年
大
坂
御
陣
之
時
足
軽
被
召
成
於
穢
多
ヶ
崎
戦
死

政
安

正
左
エ
門

寛
永
十
九
年
於
有
馬
戦
功
有
之
足
軽
ニ
被
召
成

清
常

伊
兵
衛

父
ト
同
時
戦
功
有
之

某

傳
右
衛
門

某

十
助

某

市
兵
衛

某

林
幸
兵
衛
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某

次
兵
衛

早
世

政
吉

傳
右
衛
門

實
岩
橋
近
左
エ
門
男

勤
役

江
戸
御
作
事
小
奉
行

伊
万
里
下
目
附

郡
方
下
目
附

手
男
扱
会
所
雑
務
下
目
附
等
足
軽
ニ
テ
勤
功
三
十
一
ヶ
年

明
和
三
年
九
月
廿
三
日
手
明
鎗
被
召
成
御
切
米
七
石
此

後
之
役
方
不
相
知
同
八
年
十
二
月
廿
五
日
死
法
名
宗
倫

妻
石
井
郡
左
エ
門
胤
陣
女

後
妻
林
正
左
エ
門
妹

秀
方

次
郎
兵
衛

宝
暦
十
二
年
閏
四
月
朔
日
死
法
名
單
道

妻
岡
本
喜
右
エ
門
女
文
化
十
三
年
六
月
十
三
日
死
法
名
実
岩
良
心

女

嫁
金
原
林
左
エ
門

某

早
世

政
方

善
太
郎

伊
左
エ
門

後
十
蔵

勤
役

北
御
丸
様
御
台
所
附
役

会
所
諸
整
方
手
伝

長
崎
御
屋
敷
御
作
事
方
手
伝

御
仕
組
所
物
書

大
坂

銀
方
手
伝

御
相
続
方
銀
方
手
伝

寛
政
十
二
年
十
二
月
廿
八
日
切
米
二
石
御
加
増

文
化
四
年
正
月
六
日
侍
ニ
被
召
成
御
切
米
二
十
石

同
年
正
月
十
三
日
死
法
名
壽
山
宗
巍

妻
野
口
太
左
エ
門
養
娘
安
永
八
年
六
月
十
八
日
死
法
名
貞

岩
了
室

後
妻
冨
永
杢
兵
衛
女
離
別

後
々
妻
西
村
辰
右
エ
門
女
寛
政
十
二
年
七
月
朔
日
死
法
名

秋
山
玅
雲

某

山
本
直
助

三
蔵

実
牟
田
半
右
エ
門
三
男

山
本
次
兵
衛
養
子

女

実
牟
田
半
右
エ
門
四
女

中
比
宮
嵜
龍
左
エ
門
養
女

始
嫁
副
島
新
九
郎

再
嫁
大
塚
半
之
允

方
安

久
務

久
蔵

傳
右
エ
門

丈
蔵

実
金
原
林
左
エ
門
男

諸
役
所
台
子
相
勤
後
七
石
坊
主
被
召
成

寛
政
二
年
戌
七
月
手
明
鎗
被
召
成
御
切
米
十
一
石

元
籌

傳
之
助

後
十
蔵

万
延
庚
子
年
十
二
月
九
日
没
ス

勤
役

勘
定
所
帳
究
役
郡
目
附
二
御
丸
御
門
番
会
所
三
役
所

別
段
引
分
方
御
借
銀
方
御
側
元
〆
方

勝
姫
様
御
附

御
前
様
御
広

式
屯
兼

勝
姫
様
光
姫
様
御
下
国
御
供

二
御
丸
御
広
式
番

三
御
丸

御
広
式
江
戸
溜
池
表
御
部
屋
皆
次
郎
様
御
養
育
心
遣
御
同
人
様

御
下
国
御
供
三
御
丸
御
部
屋
屯
御
米
方
御
留
守
納
戸
兼

文
政
二
年
卯
十
二
月
於
江
戸
御
加
米
五
石
拝
領

合
計
弐
拾
五
石

天
保
十
一
年
子
十
二
月
毎
歳
銀
三
枚
拝
領

妻
田
中
長
右
エ
門
養
娘
実
古
賀
喜
兵
衛
女

某

早
世

某

早
世

某

早
世

胤
忠

石
井
権
平

母
西
村
氏

石
井
数
馬
養
子

女

早
世

某

早
世

女

恵
津

嫁
副
島
五
郎
大
夫
重
遠

有
隣

傳
之
助

初
和
三
郎

実
名
始
居
易

起
易

北
岸
霊
神
元
治
元
甲
子
年
十
月
十
四
日
死

勤
役
御
什
物
役
差
次

請
役
所
御
記
録
方
書
写
役

妻
宮
冨
一
右
エ
門
女
津
恵
子

津
恵
霊
神
明
治
五
壬
申
年
二
月
八
日
没
ス

尚
籌

鉄
助

平
兵
衛

初
巳
之
助

女有
行

源
次

後
チ
有
敏

紫
蘭
軒

九
叟
ト
号
ス

大
正
三
年
十
月
十
八
日
死
去

実
山
崎
余
五
郎
景
臣
次
男

乙
彦

後
チ
原
榮
伯
長
女
津
佐
子

妻
副
島
五
郎
太
夫
娘
繁
子
文
久
壬
戌
年
六
月
八
日
死
去

明
治
四
十
一
年
七
月
十
八
日
死
去

岩
子
及
今
朝
共
ニ
早
世
ナ
リ

︵
後
略
︶
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︿
註
﹀

︵
１
︶
拙
稿
﹁
南
里
有
隣
研
究
の
回
顧
と
展
望
﹂﹃
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀

要
﹄
九
︵
二
〇
一
五
︶︒

︵
２
︶
拙
稿
﹁
近
代
神
道
の
形
成
﹂
島
薗
進
・
末
木
文
美
士
・
大
谷
栄
一
・
西
村
明
編
﹃
近
代
日
本
宗

教
史

第
一
巻

維
新
の
衝
撃
﹄︵
春
秋
社
︑
二
〇
二
〇
︶
な
ど
︒

︵
３
︶
拙
編
﹃
幕
末
地
方
歌
壇
の
研
究
︱
佐
賀
藩
の
場
合
︱
﹄︵
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研

究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
︑
二
〇
二
一
︶
の
う
ち
︑
日
高
愛
子
﹁
南
里
有
隣
関
係
歌
集
﹂
を

参
照
の
こ
と
︒

︵
４
︶
御
許
可
く
だ
さ
っ
た
南
里
家
の
皆
様
と
小
野
寺
武
様
に
︑
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
︒
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

︵
５
︶
な
お
︑
真
覚
寺
に
残
さ
れ
た
有
隣
の
墓
︵
最
近
に
な
っ
て
︑
ご
住
職
に
よ
っ
て
案
内
板
が
立
て

ら
れ
た
︶
に
は
︑﹁
北
岸
南
里
府
君
之
墓
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
る
︒
周
囲
の
墓
と
は
異
な
っ
た
印
象

を
受
け
る
墓
で
は
あ
っ
た
が
︑
そ
れ
で
も
や
は
り
︑
霊
神
号
を
刻
む
ま
で
に
は
い
か
な
か
っ
た

よ
う
だ
︒
彼
の
神
道
思
想
が
実
際
の
社
会
関
係
に
ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

を
考
え
る
上
で
︑
重
要
な
情
報
に
な
る
だ
ろ
う
︒

[付
記
]史
料
中
に
は
過
去
の
社
会
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
差
別
的
用
語
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
が
︑
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
︒
こ
れ
は
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
く
︑
差
別
問
題
の
克
服

に
資
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
︒

南里有隣の家系図
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